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を
高
く
評
価
す
る
。

本
案
は
保
育
料
金
の
値

上
げ
を
含
む
も
の
と
な
っ

て
い
る
が
、
戸
田
市
の
財

政
状
況
に
お
け
る
予
断
を

許
さ
ぬ
見
通
し
、
現
状
の

受
益
者
負
担
率
と
の
乖
離

を
是
正
す
る
た
め
約
14
年

振
り
に
見
直
す
も
の
で
あ

る
こ
と
、
学
童
保
育
利
用

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
か
ら
は
、
値

上
げ
に
一
定
の
理
解
を
得

ら
れ
る
見
通
し
が
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
本

案
を
肯
定
的
に
捉
え
る
判

断
材
料
と
し
た
。

少
子
化
対
策
や
子
育
て

世
代
の
負
担
軽
減
策
が
ま

す
ま
す
求
め
ら
れ
る
折
、

多
子
軽
減
措
置
の
適
用
を

今
後
具
体
的
に
検
討
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
賛
成

す
る
。

︽
結
果
︾

原
案
可
決(

21
対
４)

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
北

西
側
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
道
路
冠
水
が
発
生
す
る

箇
所
が
あ
り
、
雨
水
対
策

工
事
を
早
期
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
約
５

千
万
円
を
増
額
す
る
も
の
。

質　
疑

Ｑ
ど
れ
く
ら
い
改
善
が
見

込
ま
れ
る
か
。

Ａ
当
該
地
区
は
本
年
６
月

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

延
長
約
１
０
０
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
り
道
路
冠
水

が
発
生
し
た
。
道
路
下

に
ボ

※

ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
を
埋
め
込
む
工
事
に

よ
り
、
局
地
的
に
冠
水

す
る
こ
と
は
解
消
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。
平

成
27
年
３
月
末
ま
で
に

完
成
予
定
で
あ
る
。

︽
結
果
︾

原
案
可
決(

全
会
一
致)

議
員
の
海
外
派
遣
事
業

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

派
遣
先
も
明
確
な
目
的
も

定
ま
っ
て
い
な
い
中
で
予

算
要
求
を
行
っ
た
。
姉
妹

都
市
・
リ
バ
プ
ー
ル
市
と

の
交
流
は
５
泊
６
日
の
う

ち
１
日
だ
け
で
、
本
当
に

姉
妹
都
市
交
流
事
業
と
言

え
る
の
か
。
派
遣
目
的
に

「
中
断
し
て
い
る
中
学
生

海
外
交
流
事
業
の
早
期
再

開
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、

同
事
業
は
国
際
交
流
協
会

が
責
任
を
も
っ
て
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
税
金
を
使

っ
て
ま
で
議
員
が
行
わ
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で

は
な
い
。
市
民
が
納
め
た

税
金
を
議
員
が
特
権
的
に

使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

平
成
25
年
度
戸
田
市
議

会
の
海
外
友
好
都
市
訪
問

は
実
質
観
光
旅
行
で
あ

り
、
公
費
を
支
出
す
べ
き

で
は
な
い
と
し
た
住
民
監

査
請
求
が
市
民
団
体
に
よ

っ
て
起
こ
さ
れ
た
。

日
本
共
産
党
戸
田
市
議

団
は
市
民
団
体
の
指
摘
を

重
く
受
け
と
め
、
本
決
算

認
定
に
反
対
す
る
。

海
外
派
遣
に
当
た
っ
て

は
、議
会
の
代
表
と
し
て
、

友
好
・
姉
妹
都
市
に
議
員

を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め

た
上
で
予
算
要
求
し
、
実

施
し
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
中
断
し
て

い
る
リ
バ
プ
ー
ル
市
と
の

中
学
生
の
海
外
交
流
派
遣

事
業
の
早
期
再
開
に
向
け

て
話
し
合
う
こ
と
が
、
今

回
の
訪
問
団
派
遣
の
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い

た
。
平
成
25
年
度
は
中
学

生
が
リ
バ
プ
ー
ル
市
に
１

日
訪
問
し
た
だ
け
に
留
ま

っ
た
が
、
26
年
度
は
リ
バ

プ
ー
ル
市
を
訪
問
す
る
と

と
も
に
、
リ
バ
プ
ー
ル
市

内
の
ホ
テ
ル
に
１
泊
し
て

お
り
、
事
業
再
開
に
向
け

て
確
実
に
前
進
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
中
学
生
を

海
外
に
安
心
し
て
送
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
か
、
治

安
や
安
全
性
の
現
況
を
確

認
す
る
こ
と
は
、
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
と
し

て
当
然
の
責
務
で
あ
り
、

こ
の
予
算
執
行
は
適
正
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
賛
成

す
る
。

︽
結
果
︾

認
定(

21
対
４)

新
曽
第
一
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

平
成
25
年
度

一
般
会
計
決
算

意
見
書(

委
員
会
提
出
・

議
員
提
出
議
案)

を
国
・

政
府
に
提
出

◇
原
子
力
発
電
所
再
稼
働

に
慎
重
か
つ
十
分
な
審
議

を
求
め
る
意
見
書

　

原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
の
判
断
に
当
た
り
、
安
全

性
の
さ
ら
な
る
検
証
を
行

う
こ
と
な
ど
、
慎
重
か
つ
十

分
な
審
議
を
尽
く
す
よ
う

求
め
る
も
の
で
す
。

◇
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に

係
る
周
知
及
び
労
災
認
定

基
準
の
改
正
な
ど
を
要
請

し
、
適
切
な
労
災
認
定
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書

　

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に

つ
い
て
、
現
状
を
踏
ま
え
て

適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
、
３
項
目
に
つ
い
て
要
望

す
る
も
の
で
す
。

◇
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
︵
脱

法
ハ
ー
ブ
︶」
の
根
絶
に
向

け
た
総
合
的
な
対
策
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書

　

取
り
締
ま
り
体
制
の
充

実
や
指
定
薬
物
の
認
定
手

本
田 

哲 

議
員

反対討論

榎
本 

守
明
議
員

賛成討論

続
の
簡
素
化
な
ど
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶
に
向
け

た
総
合
的
な
対
策
の
強
化

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
産
後
ケ
ア
体
制
の
支
援

強
化
を
求
め
る
意
見
書　

　

少
子
化
対
策
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
「
産
後
ケ
ア

対
策
」
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
早
急
に
確
立
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
て
、
出

産
後
の
女
性
の
心
身
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
妊
娠
・
出

産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」

を
着
実
に
実
施
す
る
こ
と

な
ど
、
３
項
目
の
実
現
を

強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
︵
仮
称
︶
手
話
言
語
法

の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対

等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を

広
く
国
民
に
啓
発
し
、
手

話
を
言
語
と
し
て
普
及
、

研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
の

「︵
仮
称
︶
手
話
言
語
法
」

を
制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
も
の
で
す
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

意
見
書

健 全 化 判 断 比 率
比 率 名

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

25 年度
ー

（11.99）
ー

（16.99）
3.8

（25.0）
44.7

（350.0）

( 注 ) ①（　）は早期健全化基準※を示す。
②赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字
比率は「－」表示となります。

◆健全化判断比率とは
自 治 体 の 財 政
状 況 を 早 期 に
把 握 し、破 た
ん を 防 ぐ こ と
を ね ら い と し
て 制 定 さ れ た
ものです。

水道事業会計
収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

25 億 9,100 万円

22 億 6,353 万円

3,336 万円

10 億 9,746 万円

単位％

25年度決算を認定
財政健全化判断比率はすべて

( 注 ) 特別会計は 14 会計の合計額です。

一般会計

特別会計

歳　　入
(1 年間の収入 )

歳　　出
(1 年間の支出 )

歳　　入
歳　　出

平成 25年度

494 億 2,440 万円
474 億 9,362 万円
273 億 2,132 万円
255 億 9,440 万円

前年度比

0.0％
1.7％増
4.9％増
3.5％増

※千円単位は切り捨て

健全健全
平
成

委
員
会
の
審
査
か
ら

意
見
書

一
般
会
計
に
つ
い
て
、
実
質

収
支
額
は
約
17
億
１
８
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。
歳
入
は

前
年
度
と
比
べ
て
約
１
６
０
０
万

円
の
増
。
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市

税
に
つ
い
て
は
、
市
民
税
、
軽
自

動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
、
都
市
計

画
税
に
お
い
て
前
年
度
と
比
べ
て

増
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
歳

出
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
約

７
億
７
４
０
０
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
実
質

収
支
額
は
約
12
億
１
１
０
０
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
収

益
的
収
支
の
純
利
益
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
約
２
１
０
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
る
。
資
本
的
収
支
に

つ
い
て
は
、
約
10
億
６
４
０
０
万

円
の
不
足
と
な
っ
て
お
り
、
損
益

勘
定
留
保
資
金
や
減
債
積
立
金
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
。

水
道
事
業
の
経
営
指
標
で
も
あ

る
有
収
率
は
93
・
９
％
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
１
ポ
イ
ン
ト
下
が

っ
た
も
の
の
、
い
ま
だ
高
い
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。

審
査
の
結
果
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
は
、

い
ず
れ
も
健
全
財
政
が
堅
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

平成25年度決算　監査報告
「いずれも　　　
　健全財政を堅持」
　鶴森 代表監査委員

※早期健全化基準…財政状況が悪化した場合において、自主的・計画的に財政の健全化を図るべき基準として定められ
た数値です。

※ ボックスカルバート……道路下に埋設する断面が箱型の構造物

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト


